
お施主様へ

安全ガイド！

表示錠(間仕切錠)側からの解錠の手順(緊急時)

施錠されている場合下図のような状態に

なっています。コイン錠の溝にコイン、

またはマイナスドライバーを入れます。

コイン錠：横

表示錠：赤

・レバーが右にある場合

コイン錠を右に回すと開錠になります。

・レバーが左にある場合

コイン錠を左に回すと開錠になります。

※図はレバー右側

※室内側から鍵が掛かってしまった場合。

Ａ．ドアの吊り元(丁番側)枠とドアの間

Ｂ．ドアの取手側(ラッチ側)枠とドアの間

Ｃ．ドアと床の間

Ａ
Ｂ

Ｃ

・ドア取手に重い荷物を掛けたり、お子様がぶらさがったり、足を掛けたりすると

生ガラス)を使用していますが、破損した場合、大きなケガをすることがあります。

（３）突風などによる急激な閉まりを避けるため、ドアは閉めた状態にしておい

・ドアのハンドルは使い勝手上、お子様の顔付近の高さに取り付けられ出っ張って

います。お子様のケガ、衣類の引っ掛かりにご注意下さい。

て下さい。

故障、ケガなどの原因になりますので、絶対にしないで下さい。

（２）開閉した時に、机・椅子などの障害物が当たらないようにして下さい。

（１）ドアの反対側に人がいないかを確認してゆっくり開閉して下さい。

施工される方へ・・・・施工後は必ずお施主様へお渡し下さい。

アイカ室内ドアを安全に使用していただくため、次の項目を遵守して下さい。

・ドア、引戸は開閉する時に隙間ができます。指やつま先を挟まないようにして下

さい。

・ガラスタイプドア、引戸は強化処理タイプのガラス(№２６デザインの小ガラスは
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取り扱いガイド

○ドア金具には調整機能があります。開閉等に不具合が生じた場合には

○清掃はやわらかい布にうすめの中性洗剤をつけ、かたくしぼって拭い

○表面に長時間テープを貼られますと表面剥離のおそれがあります。

■ドアの上下調整 ■ドアの左右調整 ■ドアの前後調整

固定ネジをゆるめ、左右調整ネジを回し下側丁番の上下調整ネジを回して調整し 固定ネジをゆるめ、前後調整ネジを回し

て調整し、固定ネジをしめます。 て調整し、固定ネジをしめます。ます。調整終了後に上側の番の軸受けを

※初期設定から左右に２㎜移動できます。 ※初期設定から前後に２㎜移動できます。手で下げて、隙間を隠します。

※必ず固定ネジをゆるめてから左右調整 ※必ず固定ネジをゆるめてから前後調整※初期設定から上に５㎜移動できます。
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■ストライク(枠に取付済）の調整 ■フランス落し受け座の取付と調整（親子ドアのみ）

ドアがガタつく場合やラッチがかかりに フランス落し受け座（親子ドアに同梱）

くい場合はストライク内のビスを回して を沓摺又はフロアに専用木ネジで固定し

トロ箱を前後に移動し調整します。 ます。受け座は長穴なので木ネジをゆる

※初期設定から前後に２㎜移動できます。 めれば、前後の微調整ができます。

子ドア

上下調整

下がる 上がる

ラッチ側へ移動

吊元側へ移動

左右調整ネジ

固定ネジ 固定ネジ

戸当たりから離れる

戸当たりに近づく

前後調整ネジ
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専用木ネジ

フランス落し受け座

φ１２×深さ１３㎜下穴
（現場加工）

記載の寸法は標準寸法です。

加工の際には必ずドアを吊

り込み、位置を確認してか

左右兼用丁番タイプ

ら加工して下さい。

て下さい。

ドライバーは絶対に使用しないで下さい。

、以下の方法にて調整して下さい。調整の際には、電動

ネジを回して下さい。左右調整ネジが

破損する恐れがあります。

ネジを回して下さい。前後調整ネジが

破損する恐れがあります。

住まい空間を演出する

ホームページアドレス／http://www.aica.co.jp/

●電話番号は変更になる場合があります。

本 社／愛知県清須市西堀江2 2 8 8番地
住器建材カンパニー 営業部

Ｓ：常設ショールーム有

福岡Ｓ (092)584-5080

盛岡 (019)653-5591

福島 (0248)62-1321

宇都宮 (028)627-7521

柏 (04)7141-5901

千葉 (043)241-2181

松本 (0263)33-1321

京滋 (075)582-9771

神戸 (078)222-6341

鹿児島 (099)226-7511

(011)811-9201札幌

仙台 (022)232-3251

東京Ｓ (03)5912-2833

新潟 (025)245-8596

埼玉 (048)601-2191

横浜 (045)640-1081

(054)286-0451静岡

名古屋 (052)331-4133

金沢 (076)222-9600

岡山 (086)243-1327

広島 (082)254-1311

高松 (087)851-9588

大阪Ｓ (06)6265-6843

北関東 (027)322-8771
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